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が4かい。
人間においては前法で2時間の消失は更にタく
5%である。心疾患者においては初の 30分間の血
中放射能の動揺が大きく I工検査全例において血液量
の噌加を示し，代償不全の時期 2:ヂギタリス投与に
上り代償されたあ時期とを測定し得たる 1例におい
ては血球量血柴量共に減少を示した。 
2. J131に依る甲状腺機能に関ナる研究
我々は正常例 3例，機能元造症'12例，単純性甲
状腺!毘2例，機能低下宿1例，他の内分泌疾患2例
計 20例についで p31甲状腺摂取量，尿中排世，血
柴濃度を測定し，同時に基礎代謝卒血柴コレステロ 
F ノレを測定した。J131尿rl'排他率と基礎代謝卒の関
係を見るに基礎代謝卒の増加に比して尿中排世卒の
減少度は著明で尿中排世卒は鋭敏に機能尤主主を示し
ている如(思われる。 131尿中排他卒主血清コレ
，ステロ ノレ値の間には相関は現在のEJi"見られない。F
基礎代謝卒と血清コレメテロ-}レは共に新陳代謝尤
匙によあためか相関がある様に思われる。
12) 激射性沃度差利用した甲状腺機器検査知見に
就τ
小児科教室佐々木哲丸，中島博徳
津間康之，有吉徹，佐々木育三
carrier freeの 131を静注しで，24時間尿中 
11日量にで甲状腺機能を検査した。
(1)甲状腺機能正常正思わるれ小児 15例は諸学者
の成績に比し分散の少い値を示し， 77.7%"，47.0%， 
平均 62，9%，5%の危険卒に於ける母平均信頼限界
は68.65m 57.15q'iJであった。
(めとの中， 8月に測定したもの 8例， 9月え例の
平均値は有意の差を以で前者が少い。 
でf氏位の曲線を示し，甲状腺の決度摂取は活発なが
ら，ホノレモン産生乃至分泌め障碍を思わせた。との 
考えに基きヨードカぜイシを投与せる)九腺臆の念
速なる縮少と主訴たる呼吸困難， r情鳴の前失を見
た。 
(6)甲状腺腫を伴える粘液水腫1例に於でも尿中 
131量の減少と同時に甲状腺腫 p31摂取量の噌加
を見たので，かかる甲状腺腫をJ131を以て機能的
に機能状態を列定ずるのは危険であれ甲状腺の沃
度濃縮力とホルモシの生成乃至分泌力とは区別して
考える必要がある。 
13) 軸廼斜位の研究(第1報〉

く第 1眼位に於ける両眼網膜対応子午線の相 

互関係に関する 2~3 の新知児〉
九段以病院眼科木村泰三
軸廻締位に閲する研究は内外共に極めて稀である
が，私はM，ad.dox氏IE-I;J]Skalaを歩しく改造し
水平上下斜位と共に該耕位を比較的正確に(1/10つ
測定出来る様にしで E常H良者50名に就で測定した 
結果は，。従来の如く単に垂直方向のみで測定ナれば，
その成績は唯一の主た文献たるR.Carowのそれ
とj師ね等しい。 
2) 而し更に水平方向での測定成績は，垂直方向 
のとは度数分布曲線に於でも，個々の症例に就ても
殆んど一致しない。
3) 此の事実より該斜位は従来の如〈一方向(霊
在〉のみの浪.lJ定で、は知何にも眼球の刺l廻に依ると考
えられるも，然らず，両眼網膜対応子午線〈中央戒
総〉の生哩的不一致の存在を考えねばならぬの
4) 故に更に種々の斜方向で該斜f立を測定した結 
(3)正常小児 7例に充分間隔をおいて前後 2If 果は，不一致の大きは概ね，垂直方向で最大で，耕 
J131を静注して得た第 1相尿 (a.m.8より 24日寺問〉
量は前者1131時間〉中の24 1よ(p.m.8相尿2第
の方が少量でその差は有意で、ある。従って甲状腺の 
J131摂取量は昼夜に於て差がああ様だ。 
(4)胎児性軟骨異栄養症を血清 PBIも併せて検査
せo所，何れもE常値を示し，とれにベロチシを投
与ナる事により，尿中 1131量，血清 131量推移曲
線は変化なし PBI値は柏減少せるも正常範囲内で
あった。 
(5)単純性甲状腺腫と思われる姉弟2例は， I臨尿
症状， PBI値で甲状腺機能減過を示したが，尿中 
J181量は著明に少し血清J131量推移曲線は極b
め方向になるに従い 11、となり，水平方向との中 n~J で 
最小となるが，夏に水平に近附くと再び大さを噌ナ
と云う，比較的規則正しい変化を示すととが解つ
た。 
5) 以上の変化は同時に存在する水平，上下各斜
位とは相関は認bられぬが如し。 
14) 慢性軸韓親紳経炎の色神に就τ
眼科教室川崎正夫 
Anomaloskop][型に考案を加え，長渡長中fIIl域
に於で慢軸20例 40限に就て網膜中心及び中心外 
50，100，150，200，250の色覚を検査し，健常 10例
